組織的な若手研究者海外派遣事業　報告書
人間総合科学研究科　脳神経外科　講師　石川栄一

＜出張先＞

ピッツバーグ大学（Neurological Surgery, Surgery and Immunology Department）
＜期間＞


２０１１年１月４日　～  ２０１1年３月９日　   （６５日間）
＜研究内容＞　免疫腫瘍学関連の基礎および橋渡し研究
以下のような内容で、研究を行ってきましたのでご報告いたします。なお、本留学については、以下の雑誌に詳細が掲載予定です。

1 石川栄一：組織的な若手研究者海外派遣事業を利用したPittsburgh短期留学記. 脳神経外科　7月号　in press

この度、「組織的な若手研究者海外派遣事業」というプログラムにより2011年1月から3月の間、Pittsburghに短期留学しました。　受け入れ先は、脳腫瘍免疫研究の主たる発信地であるPittsburgh大学の岡田秀穂先生に、ぶしつけながら目的と多少の業績を記したメールにて受け入れをお願い致しました。受け入れ先からのメールにて、現地がかなり寒いことは聞いていたものの、現地到着時にいきなりの-8℃以下の極寒にかなり戸惑いました。
　Pittsburghは、アパラチア山脈の西に広がる丘陵地帯にあり、ペンシルバニア州の中ではフィラデルフィアに次ぐ第２の都市です。以前は鉄鋼が盛んな都市でしたが、近年は医療やナノテクノロジーの分野の発展がめざましく、現在はこれらの分野により活性化している町といった印象です。受け入れ先の岡田研究室は、市街から2.5km程東にあるPittsburgh大学のメインキャンパスから、更に１km離れたHillman Cancer centerという研究施設内にあります。周囲は、大都会といえる雰囲気ではなく私が勤める筑波大学周辺程度、あるいは……といった感じです。とはいえ自家用車があれば繁華街へはすぐで、長期滞在者にとっては何の不都合もないようです。
　3ヶ月弱という短期間ではありましたが、積極的な研究をとのことでgliomaのsingle nucleotide polymorphism (SNP)に関連した免疫学的機能解析を行うこととなりました。むろん、期間内に論文に仕上げることはとうてい不可能でしたが、のべ２0回以上の実験を行うことができ、その間免疫系や分子生物系の勉強もすることができました。  また、私自身は見学にとどまりましたが、マウス脳内に直接DNA plasmid を注入してglioblastomaを作成するという、おそらく日本の脳神経外科領域では実施されていない「sleeping beauty法」を用いた実験が盛んに行われておりました。knock-out mouseなどを使用しなくても、glioblastoma を自然発生に近い形で作成可能であるのが一番の利点です。加えてknock-out mouseとwild mouseで腫瘍増殖の比較ができたり、治療モデルとして使用できたりと、syngeneicな動物モデルが必須である免疫関連の研究はもちろんのこと、他の分野の実験モデルとしてもかなり有用なものと考えられます。既に論文も出ておりclosedの手技ではありませんが、gliomaのetiologyなどに迫る上で大変興味ある実験系であると感銘しました。 また、人工リンパ節に関連した研究も行われておりました。
　期間中に多くのmeeting、公開カンファランス・研究会、および前述の学会に参加させていただきました。特に、学会中のPrincipal Investigator (PI) meetingに参加させていただきましたが、今後の研究方針・グラント獲得に関するPI同士の熱い議論を目の当たりにし、かなり勉強になりました。　
以上のように、様々な体験ができることから短期間の留学も十分に価値のあるものと考えます。現在、検討中の先生方も是非実施することをお勧めします。最後に、PIの岡田秀穂先生ならびにResearch Assistant Professorの藤田 貢先生、Post doctoral research associatesの大野 真佐輔先生、坂木 理先生、Yan Liu先生、GraduateのGary Kohanbash先生、Staffの池浦 真希さん、研究・研究外での様々な心遣い大変ありがとうございました。また、多忙な日常業務の中、快く送り出していただいた松村 明教授はじめ筑波大学スタッフ,クリニカルフェロー, レジデントの先生方、煩雑な事務処理をご担当いただきました学内International Officeの魚崎 桃子様に深謝致します。
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